
 

学校と地域の連携・協働について 

 

R1.7 生涯学習課 

１ 学校と地域の連携・協働の必要性について 

(1)これからの社会：加速度的な変化 

 

 

 

 

 

(2)これからの子供たちに求められること 

 

 

【必要な資質・能力を育むためには】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中教審（答申）以降の流れ 

 (1)新学習指導要領（Ｈ29年告示）「社会に開かれた教育課程」の実現 

・学校と社会との理念の共有：よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る 

(2)第３期教育振興基本計画（Ｈ30.6） 

・基本的方向性１「夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する」 

 

３ 本県の取組 

 (1)ふれあい学習の推進（Ｈ13～）     (2)地域連携教員の設置（Ｈ26～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 連携・協働活動の効果 

○「地域とともにある学校」への転換 

・地域の人々と目標やビジョンを共有し、地域と一体となって子供たちを育む。 

○「子供も大人も学び合い育ち合う教育体制」の構築 

・学校、家庭及び地域が相互に協力し、地域全体で学びを展開していく。 

○「学校を核とした地域づくり」の推進 

・学校を核とした協働の取組を通じて地域の人材を育成し、自立した地域社会の基盤の構築を図る。 

（中教審「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」Ｈ27､12） 

○高い志や意欲をもつ自立した人間 ○他者と協働しながら未来を創り出し課題を解決する力 

・少子高齢化  

・地域社会の教育力の低下 

・グローバル化 ・技術革新 

・Ｓociety5.0 

今後の社会の変化 

・2030年：65歳以上は人口の３割 

・生産年齢人口：総人口の約 58％に減少 

・今後 10～20年程度：半数近くの仕事が自動化 

・2045年：人工知能が人類を超える 
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 (1)学力に影響を与える要因分析に関する調査研究（Ｈ25 全国学力テスト結果活用、お茶の水女子大学） 

  ◇地域には、ボランティアで学校を支援するなど、地域の子どもたちの教育に関わって 

くれる人が多いと思うか。 
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《参考》 

 

 

 

 

 (2)地域連携が学校経営に与える効果に関する調査研究（栃木県総合教育センター Ｈ27.３） 

   調査対象：県内公立小・中学校及び県立学校の校長及び教頭（副校長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆保護者や地域住民の学校

支援ボランティア活動が

進んでいる学校ほど学力

が高い。 

 
 

◆保護者や地域の人々との協働による取

組は学校の教育水準の向上に効果があっ

た小学校：95％（Ｈ30全国学力テスト） 

◆地域住民による学校支援活動により、教

員が授業や生活指導により力を注ぐこと

ができた学校：70％（Ｈ27文科省調査） 



「社会に開かれた教育課程」の実現のためのコミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進

C

地域学校協働活動推進員
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【地域と学校をつなぐコーディネーターの役割】
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・地域学校協働活動
（放課後子供教室・地域未来塾等）の評価
 ☑ コーディネート機能  ☑ 多様な活動 ☑ 継続的な活動

・学校評価（自己評価・学校関係者評価）

・授業評価

学校運営協議会
【委員】
・保護者（PTA）代表
・地域学校協働活動推進員、地域住民代表
・企業・組織（青年会議所・社会福祉協議会）
・接続校の管理職 等

・学校運営に関する意見
・教職員の任用に関する意見
・地域学校協働活動の改善

●学校運営の基本方針の承認
・教育課程・組織編成
・学校予算・施設管理

・地域学校協働活動に関する協議
☑何を目的・目標にして行うのか？
☑どのように行うのか？（効果的な手段は？）
☑学校の「教育課程」とどう関連付けるのか？

・授業補助
・ふるさと学習
・課題解決学習
・キャリア教育支援
・読み聞かせ
・登下校の見守り
・放課後子供教室
・学校行事
・地域行事 等

校長

幅広い地域住民や団体等の参画

＜次年度に向けて＞
・目的・目標の（再）設定・微修正
・具体的な手段・方法の工夫・変更
・何をスクラップ・統合するか？
・新たな課題への対応をどうするか？
・どのように「業務改善」を行うか？等
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